
人
事
異
動

皇
室
事
項

官

庁

報

告

氏

名

（
生
年
月
日
）

旅
券
申
請
上
の

住
所

返

納

す

べ

き

旅

券

返

納

理

由

番
号
（
発
行
年
月
日
）

名
義
人

渡

正
明

（
昭
和
七
年

二
月
十
五

日
）

R
iv
a
d
a
v
ia
2
0
9
3

B
u
e
n
o
sa
ire

s
A
rg
e
n
tin

a

Ｍ
Ｚ
〇
四
九
七
四
五
三

（
平
成
二
十
年
二
月
十

二
日
）

渡

正
明

平
成
二
十
二
年
四
月
十
六
日
、

さ
い
た
ま
簡
易
裁
判
所
か
ら
出

資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金

利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律

違
反
事
件
の
被
疑
者
と
し
て
逮

捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

公

告

栗
原

和
巳

（
昭
和
五
十

二
年
一
月
二

十
八
日
）

岐
阜
県
岐
阜
市
高

森
町
六
丁
目
二
十

二
番
地
一
ル
ネ
ス

新
岐
阜
五
Ｂ
号

Ｍ
Ｚ
〇
五
七
二
三
一
〇

（
平
成
二
十
一
年
十
一

月
二
十
三
日
）

栗
原

和
巳

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十

日
、
岡
山
地
方
裁
判
所
か
ら
電

磁
的
公
正
証
書
原
本
不
実
記

録
・
同
供
用
事
件
の
被
疑
者
と

し
て
逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
た
。

横
山

美
知

（
昭
和
四
十

三
年
一
月
二

日
）

3
4
8
E

4
9
stre

e
t

3
E

N
e
w
Y
o
rk

N
Y
1
0
0
1
7

Ｔ
Ｚ
〇
四
〇
二
九
一
五

（
平
成
十
八
年
四
月
二

十
五
日
）

横
山

美
知

平
成
二
十
二
年
五
月
十
三
日
P

東
京
簡
易
裁
判
所
か
ら
詐
欺
事

件
の
被
疑
者
と
し
て
逮
捕
状
が

発
付
さ
れ
た
。

西
村

朋
城

（
昭
和
五
十

一
年
十
月
十

三
日
）

2
2
5

W
1
3
1
st#1

N
Y

N
Y
1
0
0
2
7

Ｔ
Ｚ
〇
五
七
五
〇
五
三

（
平
成
二
十
年
五
月
二

十
二
日
）

小
澤

朋
城

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
六

日
、
神
戸
簡
易
裁
判
所
か
ら
大

麻
取
締
法
違
反
事
件
の
被
疑
者

と
し
て
逮
捕
状
が
発
付
さ
れ

た
。

平成™™年Ÿ月™�日 木曜日 第œšŸ›号官 報

人

事

院

人
事
院
総
裁
江
利
川
毅
は
、
八
月
二
十
六
日
か
ら
海
外

に
出
張
し
た
の
で
、
そ
の
期
間
中
、
国
家
公
務
員
法
第
十

一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
人
事
官
原
恒
雄
が
人
事
院

総
裁
の
職
務
を
代
行
す
る
（
八
月
二
十
六
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
八
月
二
十
五
日
ウ
ル
グ
ア
イ
国
の
独
立

記
念
日
に
つ
き
、
同
月
二
十
四
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御

祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

最
高
裁
判
所

東
京
高
等
裁
判
所
判
事

中
野

哲
弘

知
的
財
産
高
等
裁
判
所
長
を
命
ず
る

大
阪
高
等
裁
判
所
判
事

塩
月

秀
平

東
京
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

知
的
財
産
高
等
裁
判
所
勤
務
を
命
ず
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

松
山
地
方
裁
判
所
判
事

小
島

浩

大
阪
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

福
岡
高
等
裁
判
所
判
事

河
邉

義
典

松
山
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

松
山
地
方
裁
判
所
長
を
命
ず
る

簡
易
裁
判
所
判
事

河
邉

義
典

松
山
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

松
山
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る

広
島
高
等
裁
判
所
判
事

橋
本

良
成

福
岡
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

福
岡
高
等
裁
判
所
那
覇
支
部
勤
務
を
命
ず
る

福
岡
高
等
裁
判
所
那
覇
支
部
長
を
命
ず
る
（
以
上
八
月
二

十
一
日
）

〇
定
年
退
官

判
事
塚
原
朋
一
は
八
月
二
十
日
限
り
定
年
退
官

官

庁

事

項

諸

事

項工
場
財
団

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
２
丁
目
１
番
地
北
海
道

糖
業
株
式
会
社
の
工
場
財
団
に
北
見
市
北
上

1
0
1番
地
北

海
道
糖
業
株
式
会
社
北
見
製
糖
所
、
中
川
郡
本
別
町
勇
足

5
3番
地
１
北
海
道
糖
業
株
式
会
社
本
別
製
糖
所
、
伊
達
市

館
山
下
町
１
番
地
の
８
北
海
道
糖
業
株
式
会
社
道
南
製
糖

所
の
機
械
、
器
具
等
を
追
加
す
る
変
更
登
記
申
請
に
係
る

動
産
に
つ
き
権
利
を
有
す
る
者
、
差
押
、
仮
差
押
又
は
仮

処
分
債
権
者
は
、
本
日
か
ら
3
2日
以
内
に
権
利
を
申
し
出

て
下
さ
い
。

平
成

2
2
年
８
月

2
6
日
釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
局

相
続
財
産
管
理
人
の
選
任

次
の
被
相
続
人
に
つ
い
て
、
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
な
い
の
で
、
そ
の
相
続
財
産
の
管
理
人
を
次
の
と

お
り
選
任
し
た
。

平
成
２
２
年
（
家
）
第
６
２
６
号

愛
知
県
岡
崎
市
十
王
町
２
丁
目
９
番
地

申
立
人
岡
崎
市

本
籍
愛
知
県
岡
崎
市
藤
川
町
字
西
沖
田
7
2番
地
、
最

後
の
住
所
愛
知
県
岡
崎
市
若
松
町
字
萱
林
1
6番
地
6
0

市
営
萱
林
荘
１
`

2
0
1、
死
亡
の
場
所
愛
知
県
岡
崎

市
、
死
亡
年
月
日
平
成
2
0年
３
月
2
6日
、
出
生
の
場

所
愛
知
県
額
田
郡
藤
川
村
、
出
生
年
月
日
昭
和
９
年

８
月
2
2日
、
職
業
無
職

被
相
続
人
亡
細
井
秀
司

事
務
所
愛
知
県
豊
橋
市
駅
前
大
通
３
丁
目

1
0
1番
地

２
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ビ
ル
３
階
寺
部
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人
弁
護
士
寺
部
光
敏

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
岡
崎
支
部

平
成
２
２
年
（
家
）
第
８
８
４
号

三
重
県
津
市
上
浜
町
２
丁
目
1
0
5番
地

申
立
人
春
日
部
¥
宣

本
籍
三
重
県
津
市
上
浜
町
２
丁
目
8
5番
地
、
最
後
の

住
所
三
重
県
津
市
白
塚
町
1
2
3
5番
地
４
、
死
亡
の
場

所
三
重
県
津
市
、死
亡
年
月
日
平
成
2
2年
６
月
2
8日
、

出
生
の
場
所
三
重
県
津
市
、
出
生
年
月
日
昭
和
3
0年

４
月
2
2日
、
職
業
無
職

被
相
続
人
亡
ã
川

弘
事
務
所
名
古
屋
市
中
区
大
須
４
丁
目
1
3番

4
6号

ウ
イ
ス
ト
リ
ア
ビ
ル
９
階
久
世
法
律
会
計
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人
弁
護
士
久
世
表
士

津
家
庭
裁
判
所

平
成
２
２
年
（
家
）
第
１
４
２
号

和
歌
山
県
新
宮
市
新
宮
3
7
5
4番
地
の
9
8

申
立
人
岡
本
千
津
美

本
籍
和
歌
山
県
和
歌
山
市
和
歌
浦
中
３
丁
目
1
1
0
8番

地
、
最
後
の
住
所
和
歌
山
県
新
宮
市
緑
ケ
丘
１
丁
目

６
番
2
2号
、
死
亡
の
場
所
和
歌
山
県
新
宮
市
、
死
亡

年
月
日
平
成
2
2年
５
月
1
6日
、
出
生
の
場
所
和
歌
山

県
新
宮
市
、
出
生
年
月
日
昭
和
1
6年
９
月
1
8日
、
職

業
無
職

被
相
続
人
亡
藪

宏
江

事
務
所
和
歌
山
県
新
宮
市
緑
ケ
丘
３
丁
目
１
番
９
号

相
続
財
産
管
理
人
司
法
書
士
清
水

努
和
歌
山
家
庭
裁
判
所
新
宮
支
部

旅
券
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
旅
券
の
返
納
命
令
に
関
す
る
通
知

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
六
日

外
務
大
臣

岡
田

克
也

次
に
掲
げ
る
者
は
、
死
刑
、
無
期
又
は
長
期
二
年
以
上
の
刑
に
当
た
る
罪
を
犯
し
た
疑
い
に
よ
り
逮
捕
状
が
発
せ
ら

れ
て
い
る
旨
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
一
日
、
警
察
庁
か
ら
外
務
大
臣
に
通
報
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
旅
券
法
（
昭
和

二
十
六
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
そ
の
所
持
す
る
一
般
旅
券
を
平

成
二
十
二
年
九
月
二
十
八
日
ま
で
に
外
務
大
臣
又
は
領
事
官
に
返
納
す
る
よ
う
命
じ
ま
す
。

こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
こ
の
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
十
日
以
内
に
、
外
務
大
臣
に
対
し
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
こ
の
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
に
、
国
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
国
を

代
表
す
る
者
は
法
務
大
臣
と
な
り
ま
す
。）、
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
処
分
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
六
ヶ
月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
処
分
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。
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